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国土交通省
九州運輸局令和5年度 予算概算要求概要（脱炭素関連）

○地域公共交通サービスの確保等に対する支援「地域公共交通確保維持改善事業」（要求額 26,324百万円）《資料1》

・地域の多様な主体の連携・協働による、地域のくらしや産業に不可欠な交通サービスの確保等に向けた取組を支援
する。

・地域公共交通活性化再生法を活用し、地域に最適な交通サービスの構築・継続のための取組を支援する。

○地域交通のグリーン化に向けた次世代自動車の普及促進事業 （要求額 1,201百万円） 《資料3》

・自動車分野のカーボンニュートラルの実現に向けて、電気自動車、燃料電池自動車など次世代の事業用自動車の普
及促進のため、地域の計画と連携して、環境に優しい自動車の集中的導入や買い替えの促進を支援する。

○次世代モビリティ・物流DXの推進 （要求額 2４4百万円）

・エリアや事業を超えた、よりシームレスで快適性・利便性の高い交通サービスの実現を目指すため、各地のMaaS
の取組の連携、各地域内における交通事業者のみならず他分野の事業者の連携等の促進を図る。

・物流 DX やグリーン物流の推進等を図るため、物流総合効率化法の枠組みの下、物流の効率化を図る取組を支援
するほか、物流の標準化に資する調査等を行う。

○地域交通の運行確保及び再構築等に向けた支援 （事項要求） 《資料2》

・新型コロナウイルス感染症の影響等により危機に瀕する地域の公共交通事業者に対する持続可能な運行の確保に向
けた支援や官民共創等による持続可能性と利便性の高い地域交通ネットワークへの再構築等に向けた支援について
は、公共交通のグリーン化の要請や、今後の感染状況及び経済情勢や輸送需要、政府全体の動向等も踏まえつつ、
予算編成過程で検討する。



国土交通省
九州運輸局地域公共交通確保維持改善事業
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国土交通省
九州運輸局アフターコロナに向けた地域交通の「リ・デザイン」有識者検討会について
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国土交通省
九州運輸局地域交通のグリーン化に向けた次世代自動車の普及促進事業
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拡充 要求額：1,201百万円
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